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①　洪水ハザードマップから得られる情報として、正しいもの３つに○をつけましょう。　浸水時間は、環境や水量・水深等によるため、ハザードマップではわかり得ない。

　（○）　浸水区域
　（○）　浸水深
　（　）　浸水時間　原則としては、早めに避難所に行くことが重要となる。しかし、既に浸水していたり、豪雨等のために視界が悪かったりして避難が困難な場合には、高い場所に留まることが大切である。

　（○）　自宅周辺や通学路周辺の避難場所

②　集中豪雨によって洪水が発生した場合、どんなことに注意して避難したらよいでしょうか。正しいもの１つに○をつけましょう。
　（　）　どんな状況だとしても避難所まで行く。
　（○）　場合によっては、無理に避難せず、高い所に留まる。
　（　）　情報よりも自分の判断だけを頼りに避難する。
　（　）　胸までの深さだったら、ゆっくり歩いて避難所まで行く。

③　避難する時は、「率先避難者（まず先に避難する人）になることを心がける」ことが大切です。その理由として、最も適切なものに○をつけましょう。
　（　）　他人はともかく、自分だけ助かるため。
　（　）　混雑や混乱を避け、いち早く逃げるため。
　（○）　誰かが避難すれば、周りのみんなも避難するため。
[bookmark: _GoBack]　（　）　助かった時にほめられるため。

④　次のうち、正しいもの３つに○をつけましょう。
　（○）　新潟県は過去に何度も水害の被害を受けながらも、生まれ育った郷土に愛情と誇りをもって住み続ける人がいる。
　（○）　生活する上で水が必要であるため、先人は水害の危険性も回避できる最適な場所で生活していた。
　（○）　現代は、堤防やダムなど、人為的につくられた安全のもとで生活している。
　 （　）　過去の水害の経験から、現代は川の水位より高いところに街が形成されている。　先人たちは、水害を経験しながらも、郷土愛をもって生活してきたことを押さえたい。現代では、川の水位より低いところに形成された街もある。


☆　防災学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。



